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１．目的
アスファルト混合物事前審査制度（以下、「本制度」という）は、工事の発注単位毎に行われているアスファルト混合物（再生アスファルト混合物を含む）の品質管理に関する基準試験等を事前に審査し、これを認定することによって各工事毎の試験を省略し、もって監督職員、工事施工者及びアスファルト混合物製造者の業務の省力化と、アスファルト混合物の安定した品質確保を図るとともに、認定された混合物の品質の向上に資することを目的とする。

本制度要領は、本制度の内容を定めたものである。
２．協議会の設置
「アスファルト混合物事前審査制度に関する検討委員会」（以下、「制度検討委員会」という。）は、「アスファルト混合物事前審査協議会」（以下、「協議会」という。）を設置するものとする。

（１）協議会は、会長及び会員より構成する。

（２）会長及び会員は、発注機関（国土交通省、県、市、公社等）から制度検討委員会が選任するものとする。

３．委員会等の設置
（１）制度検討委員会は、「アスファルト混合物事前審査委員会」（以下、「委員会」という。）を設置するものとする。
①　委員会は、委員長、副委員長及び委員より構成する。

②　委員長、副委員長及び委員は、学識経験者、舗装関係の有識者、発注機関（国土交通省、県、市、公社等）の中から制度検討委員会が選任し委嘱するものとする。

③　委員の任期は２年とする。但し、留任を妨げない。

（２）委員会の中に、立入調査部会を設置するものとする。
①　立入調査部会は、部会長、副部会長及び部会員より構成する。

②　立入調査部会の部会長、副部会長及び部会員は舗装関係の有識者等の中から、委員会が選任し委嘱するものとする。

③　部会員の任期は２年とする。但し、留任を妨げない。

④　部会員は、次のいずれかの者とする。 
イ)１級土木施工管理技士、１級舗装施工管理技術者、技術士又はＲＣＣＭの資格を有し、アスファルト混合所の製造・品質管理又は舗装工事の施工管理の実務経験５年以上の者

ロ）舗装関係団体等の技術委員会の委員の経験を持つ者、又はこれに準ずる能力のある者

ハ)アスファルト混合所の製造･品質管理又は舗装工事の施工管理の実務経験 13年以上の者

ニ)各県及び政令指定都市の建設技術センタ－等の実務経験者

ホ)その他委員会が認めた者

４．審査事務局の指定
協議会は、アスファルト混合物の事前審査に関する業務を補助する審査事務局を指定するものとする。
５．協議会の業務

　　協議会の業務は以下の通りとする。
（１）審査事務局の公募、選定、指定、公表に関する業務

（２）アスファルト混合物の認定に関する業務
６．委員会の業務

　　委員会の業務は以下の通りとする。
（１）審査及び合否の判定に関する業務

（２）認定された混合物に関する業務
（３）部会員の承認に関する業務

（４）認定の停止解除の判定に関する業務
（５）認定の取消の判定に関する業務
（６）試験機関の指定に関する業務
（７）審査費用の承認に関する業務
（８）事前審査の細則の変更に関する業務
（９）技術的な事項の決定・変更に関する業務
７．立入調査部会の業務

　　立入調査部会の業務は以下の通りとする。
（１）立会審査に関する業務
（２）立入調査に関する業務
（３）認定停止の調査等に関する業務
（４）立会審査及び立入調査等の技術的な事項に関する業務

８．審査事務局の業務

　　審査事務局の業務は以下の通りとする。

（１）委員会の運営に関する業務
（２）立入調査部会の運営に関する業務
（３）事前審査申請書類の受付及び整理保管に関する業務
（４）審査及び合否の判定に関する資料作成業務
（５）関係機関への審査結果の通知に関する業務
９．認定証の発行
協議会の長は、事前審査の結果に基づき認定混合物として認定証を発行するものとする。
10．認定結果の公表
協議会は、認定結果を公表するものとする。
11．費　　　用
委員会、立入調査部会の運営ならびに事前審査に係わる費用については、審査事務局が委員会の承認を得て申請者から徴収するものとする。
12．協　　　議　
審査事務局は、定められた業務に関し、疑義が生じた場合は協議会に協議することができる。
  （付　則）
  　  要領は、平成　９年　４月　１日施行
　　　　　　　平成２０年　２月１３日改定

平成２１年　２月２５日改定
　　　　　　　平成２２年１１月１２日改定
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